
経営目標（EPS※1）と、その進捗

2020年3月期経営目標を達成するための
主要な業績評価指標（KPI）※2

「どのような環境であっても、持続的に成長ができる事業基盤を構築する」ことを目指し、
2014年8月に2020年3月期に向けた長期経営ビジョン（Vision C&C）を掲げました。
戦略の大きなテーマである「国内におけるビジネスモデルの変革」と「海外ビジネスの収益性の改善」の2つを軸に、
EPS 100円を安定的に確保できる体制の確立に向けて、着実に実績を積み重ねてまいります。
また、2020年以降を見据えた長期的な成長のための布石作りにも、引き続き取り組んでまいります。

“Vision C&C”とは?
当社を取り巻く環境はこれまで以上に変化していくと予想されますが、この変化を絶好の機会
（Chance）として捉え、我々自身も果敢に変化（Change）していくという思いを込めています。
また、この「C」という文字には、同時に、「Challenging spirit」、「Client first」という、当社が
常に大切にしてきた思いも込めています。

2020年その先へ “Post Vision C&C”

当初目標を2年前倒しで達成

※1  一株当たり当社株主に帰属する当期純利益
※2  2020年３月期環境想定: 日経平均株価25,000円、ドル円レート115円、国内法人税の実効税率20％台、ホールセール関連フィープール成長率1％（年率）

（  ）は2018年3月期、あるいは2018年3月末

足元の市場環境の継続、
およびKPI進捗に鑑みて
保守シナリオを想定
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2018年5月、当社とLINE株式会社、LINE Financial株式
会社の間で、LINE証券株式会社設立に係る合弁契約を締
結しました。今後、同社を通じて、LINEプラットフォーム上で、
資産形成層をターゲットとした非対面証券ブローカレッジ、
および非対面証券投資コンサルティングサービス等を提供する
予定です。

LINE株式会社との
金融事業における業務提携

2018年1月、マーチャント・バンキング部門を新設しました。
当初1,000億円程度を上限に、多様化・複雑化するお客様の
課題解決のために、事業再編・事業承継・事業再生・MBO
等の案件において主にエクイティ等を活用したソリューション
を提供していきます。

マーチャント・バンキング・
ビジネスの立ち上げ

2018年4月、モバイル・アプリの開発力に強みを持つエイト・
グループへ総額約27億円を出資しました。今後、iOSおよび
Android向けのアプリを用いて、ETF（上場投資信託）を投資
対象とした投資一任型ロボアドバイザー・サービスや野村ア
セットマネジメントが運用するインデックスファンドシリーズ
「Funds-i（ファンズアイ）」を提供する予定です。

エイト・グループの
モバイル・アプリ開発力を
活用した投資サービスの提供

2018年5月、中国証券監督管理委員会に合弁による証券会
社設立を申請しました。当社の富裕層ビジネスの実績・知見を
活かし、まずは中国の富裕層向けビジネスから着手し、将来的
にはホールセール・ビジネスを含めた他ビジネスへと展開してい
く予定です。

中国ビジネスへの本格参入

お客様への提供価値向上と、新たなビジネス機会追求を目
的に、テクノロジーの活用も含めたイノベーションへの取り組み
を進めています。

イノベーションの推進

詳細▶P29

営業部門では、「お客様の信頼と満足度を高めることによって、ビジネスを拡大すること」
で、「多くの人に必要とされる金融機関になる」ことを目指し、ビジネスモデルの変革に取
り組んでいます。2020年3月期に向けて、顧客資産残高150兆円とストック収入費用カ
バー率50%程度を主要なKPIとして掲げ、マーケットに左右されにくい収益構造の構築
に取り組んでいます。

詳細▶P33

資産運用業界は、今後も堅調な市場拡大が見込まれる一方で、お客様の資産運用に対
するニーズの変化や、デジタル・イノベーションの進展に伴う技術革新を背景に、他業種を
も巻き込んだ競争激化が予想されます。このような環境のもと、KPI達成に向けて、アセッ
ト・マネジメント部門では、継続的な運用力の強化、テクノロジーの活用、お客様本位の業
務運営を通じて、顧客基盤の拡大と運用商品の拡充に取り組んでいます。

詳細▶P37

ホールセール部門では、どのような市場環境でも持続的に利益を上げることができるよう、
ビジネス基盤の強化に取り組んでいます。KPIの達成に向けて、顧客ファイナンシング&
ソリューションビジネスの拡大や、米州ビジネスの強化、クロスボーダー案件の獲得を進
めてまいります。

詳細▶P41
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3セグメント
税引前当期純利益

1,950~2,050億円
（1,031億円）

500~550億円
（662億円）

2,000~2,200億円
（1,006億円）

営業部門

アセット・マネジメント部門

ホールセール部門

55兆円
（50.0兆円）

50%程度 （28%）

ストック収入費用カバー率

150兆円 （117.7兆円）

顧客資産残高

運用資産残高

3.4%
（3.1%）

フィープール・マーケット・シェア

2016年3月期までに
EPS 50円を達成

2020年に向けた長期経営ビジョン “Vision C&C”
2つの課題
■国内におけるビジネスモデルの変革の推進
■海外ビジネスの収益性のさらなる改善
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